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研究成果の概要 

自動音楽生成に関して、生成楽曲の品質に関する評価値を予測するための方法として、楽曲データの付

随情報に関する尤度比から評価値の予測手法を学習する枠組みを構築し、日本語歌詞の歌唱曲におけ

るメロディーの評価値の予測問題で、その有効性を示した。今後、この評価値予測手法を用いて自動音

楽生成モデルを進化させる方向性が期待される。また、自動音楽生成問題では、反復構造などの楽曲の

大域的構造を効率的に学習できる手法として、Transformerのアテンション機構を工夫する方法を研究

し、生成結果の主観評価値の向上に寄与することを示した。一方、絵画データから画家個人間の参照関

係を推定する研究では、従来の色彩特徴量の他に、画風を捉えた局所特徴量を用いることで、参照関係

ネットワークの推定精度が向上することを示した。また、多種のネットワークの可視化を含む可視化シ

ステム ArtEvoViewerを構築し、定量的な進化解析の結果から美術史の知見を得るために有効であるこ

とを分析例を通して示した。また、文化進化の特性である、不定数の複数の参照先からの影響をデータ

から推定するための枠組みとして、ベイズ統計の手法と進化過程モデルを統合した、参照分布を含む進

化モデルを提案した。実際に複数の参照先を持つ文化データにおいて、この手法が有効である場合が存

在することを数値解析と実データの分析を通して検証した。進化解析手法の実データへの適用に関す

る研究において、日本ポピュラー音楽のデータ分析で、時代ごとの調性や音階、リズムスタイルの変化

などにおいて、音楽学的に興味深い知見が多数得られた。音楽情報処理の基礎技術に関する研究では、

歌声採譜における音楽言語モデルの効果を調べる研究を行い、日本ポピュラー音楽の実データで高い

精度で採譜が可能な手法の開発を行った。 
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